






1.研究目的および方法 

先天異常の発生原因の 1つとして,外的異常環境を取りあげ,母体が異常環境におかれた場

合,先天心身障害児の発生の有無,発生するならばその発生機序を明らかにし,心身障害児

出生の防止対策を確立することを目的とした。その目的を達成するために,以下の項目につ

いて昭和 52年から 54 年までの 3年間,統一プロトコールを用いて,全国の大学病院および

関連病医院において前方視的に調査した。また,異常環境下における異常卵発生について基

礎的な実験的研究も並行して行なった。 


